
令和８年度流山市平和大使

「平和大使として学んだこと」

作文集



この作文集を手に取ってくださったみなさんへ

私たちは、「令和８年度流山市平和大使」に選ばれた小学５・６年生４８名です。

平和大使として、８月５日から８月６日の２日間で広島市を訪れ、市民の皆様か

らお預かりした千羽鶴を広島平和記念公園に献納したほか、６日に実施された広島

平和祈念式典に参加し、原爆死没者に黙とうを捧げてきました。

また、平和記念資料館を見学したほか、第２回全国こども平和サミットに参加し、

原子爆弾の恐ろしさや悲惨さ、現在もつらい思いをしている人の存在などを知りま

した。

平和大使の任務は、ただ平和について学ぶことだけでなく、広島で学んできたこ

とを多くの人に伝え、これからの平和を守り、創っていくことだと思います。

この作文集は、その第１歩として、平和大使として広島に派遣され、現地で聞い

て、感じて、考えてきたことを、４８名それぞれが自分の言葉で文章にまとめたも

のです。

この作文集を手に取ってくださったみなさんも、私たちと一緒に平和について考

え、平和への思いを次世代につないでいってほしいと思います。

私たちの作文が、その助けになったらうれしいです。

令和８年度 流山市平和大使
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令和８年度平和大使

活動報告

※この活動報告は、平和大使としての一連の活動を担当者の目線から報告するものです。

平和記念公園内 平和の鐘にて
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平和大使事前学習会

平和大使結団式

令和８年７月３１日（金）に、平和大使結

団式を実施しました。

児童たちは市長からは任命証を、教育長か

らは千羽鶴をそれぞれ受け取り、正式に平和

大使として任命されました。

井崎市長からは、「どうしたら平和を創る

ことができるか考えてほしい」との激励の挨

拶がありました。平和大使はそれぞれ真剣な

面持ちで話を聞いていました。

いよいよ、広島派遣の日がやってきます。

令和８年７月１１日（土）に、平和大使事

前学習会を行いました。

事前学習会では、その年度の平和大使が一

同に会し、お互い自己紹介をした後、広島に

派遣されるにあたっての注意事項の確認や過

去に広島で起きたことに関する事前学習など

を行いました。

ほとんどの平和大使はお互い初対面。学習

会が始まる時は緊張している子も多かったで

すが、終わる頃にはどの班も打ち解けていま

した。
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広島派遣（１日目）

令和８年８月５日（水）、ついに広島派遣の日。

広島までは新幹線で約４時間。新幹線の中では班ごとにそれぞれ親交を深めていま

した。広島に到着した後は、ホテルに荷物を預けて平和記念資料館を見学しました。

平和記念式典前日の資料館は世界中から多くの人が訪れており、先に進むのが困難

なほど。現在でも世界的な関心ごとの一つであることが伺えます。

平和大使たちも多くの大人たちに混じりながら資料を見つめ、それぞれが感じたこ

とをメモにまとめていました。

平和祈念資料館を出た後は、市民の皆様からお預かりした千羽鶴を原爆の子の像に

献納しました。

既に多くの鶴が献納されているのを見て、世界中から平和への祈りが集められる場

所なのだということを改めて感じました。
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広島派遣（２日目）

一夜明けた８月６日（木）、平和大使たち

広島平和祈念式典に参加するため、朝５時に

起床し、各々準備を行いました。

この日、平和記念公園の入り口は厳戒態勢が敷かれていましたが、中に一歩足を踏

み入れると、公園は昨日とは違った厳粛な空気に包まれていました。

式典では、広島市のこども代表が、平和への誓いを宣言しました。自分と同年代の

こどもによる宣言は刺激になったのか、平和大使たちそれぞれが真剣に聞き入ってい

ました。

式典終了後は、第２回全国こども平和サミットに参加しました。特に、被爆者によ

る被爆体験講話は、平和大使たちにとって衝撃的だったようで、前日から活動してい

て疲れているにも関わらず、各々が真剣に話を聞いていた姿が印象的でした。

平和サミット終了後、全ての行程を終えた平和大使たちは帰路につきました。大使

としての重責から解放された児童たちは、新幹線内では行きと同様に楽しそうに親交

を深めていました。
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平和大使報告会

８月２１日（金）、平和大使たちはクリーンセンターの研修室に集まりました。

この日は、広島派遣で学んだことを市長と教育長に報告する平和大使報告会の日で

す。報告会に入る前には、広島で感じて、考えてきたことを共有するためのグループ

ワークを行いました。

グループワークでは、班ごとに広島で感じたことを自由に出し合い、「平和の木」

を作った後、各班で一つテーマを選び、それに基づいた「平和への誓い」を考え、そ

れぞれ発表しました。

報告会では、平和大使の代表者２名が市長・教育長の前で作文の朗読を行ったほか、

グループワークで考えた「平和への誓い」を市長・教育長に発表しました。

発表の後は、市長・教育長と平和大使による懇談の時間。またとない機会に緊張気

味な大使たちでしたが、積極的に自分の意見を発言している姿が印象的でした。

最後の挨拶で教育長からは、「戦争を解決することは難しい。日常生活に置き換え、

クラスや学年内でいざこざが起きた時は、

今ここにいる４８人が先頭に立って解決

していってくれたら嬉しい。それが広島

に行った成果となる。」と、期待に満ち

た挨拶がありました。
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私たちは、平和と繁栄を市民憲章にうたい、「豊かで活力ある文化都市」流山の実
現をめざしている。

私たちの国は、世界でただひとつの被爆国として、広島・長崎のいたましさと被爆
者の苦しみをすべての人びとに訴え、人類共通の願いである恒久平和を達成させなけ
ればならない。

私たちは、日本国憲法の平和精神にのっとり、武力による紛争をなくし非核三原則
をまもり、すべての核兵器をすてることを訴え、世界平和確立のため、ここに平和都
市を宣言する。

昭和62年1月1日流山市

流山市は、昭和62年1月1日、市制施行20周年
を迎え、これを契機に平和都市を宣言しました。

そのおり、朝倉家御遺族の御理解のもとに東
京都台東区から朝倉文夫作「姉妹」像の寄贈を
受け、これを、「平和の像」として市役所庁舎
前のプラザの一画に建立しました。

本作品は、朝倉翁が昭和22年、戦いが終わり
平和の喜びを心に秘めて制作したものと言われ
ており、本市が願う世界恒久平和のシンボルと
して、永く後世に伝えるものです。

平和都市宣言

平和の像

平和施策事業

流山市では、以下の平和施策に関する事業を毎年展開しています。

・平和大使事業

・平和ポスター展

・千羽鶴の送呈

・ユニセフ平和教室

◆流山市の平和に関する取組
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OFF SHOT
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令和８年度流山市平和施策事業
作文集「平和大使として学んだこと」
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